
会
員
の
皆
様
か
ら
応
募
の
あ
り
ま
し
た
多
数
の
テ
ー
マ
の
中
か
ら
、
厳
正
な
る
審

査
の
結
果
、
加 

藤 

智と
も 

弘ひ
ろ 

様
（
中
区
地
区
）
の
テ
ー
マ
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

〈
作
者
の
テ
ー
マ
に
込
め
る
想
い
〉

日
本
人
の
平
均
寿
命
（
二
〇
二
〇
年
）
は
、
女
性
が
八
十
七
歳
、
男
性
が
八
十
一

歳
で
す
。

今
や
多
く
の
人
が
、
長
生
き
で
き
る
時
代
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
益
々
医
学
医
療
が
進
歩
発
展
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
生
、
百
年
時
代
の

長
寿
社
会
と
な
り
ま
す
が
、
一
方
で
、
介
護
分
野
で
は
、
被
介
護
者
に
介
護
者
の
人

材
が
、
果
た
し
て
十
分
に
供
給
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

“ 

人
生
、
百
年
時
代 

”

　
　
～
献
体
ま
で
の
元
気
な
過
ご
し
方
～

不
老
会
創
立
六
十
周
年
記
念
事
業
の
テ
ー
マ
決
ま
る
‼

私
た
ち
が
、
こ
れ
か
ら
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
如
何
に
介
護
の
世
話

に
な
ら
ず
に
余
生
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
か
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
為
に
は
、
自
ら
が
健
康
に
気
を
付
け
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
例
え
長
寿
で

あ
っ
た
と
し
て
も
寝
た
き
り
で
は
全
く
無
意
味
な
こ
と
で
す
。「
ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ
」

を
目
指
す
に
は
、
日
々
の
努
力
し
た
生
き
方
が
必
要
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
の
努
力
し
た
生
き
方
と
は
、
何
な
の
か
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
か
を
「
不
老
会
創

立
六
十
周
年
記
念
事
業
」
の
テ
ー
マ
と
し
て
、
こ
れ
を
機
に
共
に
考
え
、
共
に
学
び

た
い
と
思
い
ま
す
。

※
こ
の
テ
ー
マ
は
記
念
事
業
を
通
じ
て
広
く
積
極
的
に
活
用
し
て
い
く
予
定
で
す
。

創
立
六
十
周
年
記
念
事
業
（
式
典
）
が
十
月
二
十
五
日
（
月
）
に
名
古
屋
市
公
会

堂
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
大
変
な
状
況
下
に
お
い
て
、
マ
ス
ク
の
着
用
や
入
場
者
数
の
制
限
な

ど
多
く
の
ご
不
便
を
お
掛
け
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
是
非
ご
参
加
に
な
ら
れ
て

有
意
義
で
楽
し
い
一
日
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
ご
参
加
に
は
入
場
券
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
入
場
券
は
先
着
順
（
七
百
名
）

で
す
の
で
、
同
封
の
参
加
申
込
書
（
ハ
ガ
キ
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
早
め
に
ご

投
函
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
同
封
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

不
老
会
創
立
六
十
周
年
を
祝
う
記
念
行
事
に
、

 

皆
で
参
加
し
ま
し
ょ
う
！！
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感
染
症
の
世
界
的
大
流
行
に
関
し
て

は
、
十
四
世
紀
の
ペ
ス
ト
の
流
行
が
有

名
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
だ
け
で
全
人
口
の

四
分
の
一
～
三
分
の
一
に
あ
た
る
二
千

五
百
万
人
が
死
亡
し
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
二
十
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
は
一

九
一
八
年
に
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ

イ
ル
ス
が
原
因
の
「
ス
ペ
イ
ン
か
ぜ
」

が
世
界
的
に
大
流
行
し
、
当
時
の
世
界

人
口
十
八
億
人
に
対
し
て
四
千
万
人
以

上
が
死
亡
し
た
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

二
〇
〇
〇
年
以
降
で
は
、
二
〇
〇
二
年

に
新
型
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
原
因
の

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
（
重
症
急
性
呼
吸
器
症
候
群
）

が
流
行
し
、
発
見
当
初
の
九
ヶ
月
で
八

千
九
十
三
人
が
感
染
し
、
七
百
七
十
四

人
が
死
亡
し
て
い
ま
す
。
二
〇
〇
九
年

に
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ（A

/H
1N
1

）

が
世
界
的
に
大
流
行
し
、
世
界
の
二
百

十
四
カ
国
・
地
域
で
感
染
が
確
認
さ
れ
、

一
万
八
千
四
百
四
十
九
人
の
死
亡
者
を

出
し
た
事
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
今
回
二
〇
二
〇
年
か
ら
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
原
因
のCO

V
ID
-�

19

の
世
界
的
大
流
行
が
大
変
な
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。
二
〇
〇
二
年
の
Ｓ
Ａ

Ｒ
Ｓ
や
二
〇
〇
九
年
の
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
（A

/H
1N
1

）
の
時
よ
り
今
回

の
方
が
大
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
、

こ
の
病
気
に
よ
る
致
死
率
が
原
因
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
致
死
率
は
高

齢
者
ほ
ど
高
く
、
二
〇
二
一
年
五
月
の

東
京
都
の
発
表
で
は
「
九
十
歳
代
が
三

三
・
九
％
、
八
十
歳
代
が
三
〇
・
二
％
、

七
十
歳
代
が
一
七
・
〇
％
。
一
方
で
、

五
十
歳
代
以
下
の
死
亡
割
合
は
〇
・

五
％
以
下
と
非
常
に
低
い
。」
と
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
致
死
率
は
〇
・
一
％
程
度
で
、
日
本

で
は
毎
年
三
千
～
六
千
人
程
度
が
亡
く

な
っ
て
い
ま
す
。
二
〇
〇
九
年
に
流
行

し
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（A

/H
1N
1

）

の
死
亡
率
は
〇
・
〇
一
％
程
度
で
あ
っ

た
た
め
世
界
的
大
流
行
と
な
っ
て
も
そ

れ
ほ
ど
問
題
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

逆
に
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の
死
亡
率
は
六
十
五
歳

以
上
で
は
五
〇
％
以
上
と
大
変
重
篤
で

す
が
、
大
半
の
患
者
が
重
症
化
す
る
た

め
、
容
易
に
患
者
を
隔
離
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
の
た
め
世
界
的
大
流

行
と
な
る
ま
で
に
完
全
に
押
さ
え
込
む

こ
と
が
で
き
、
日
本
で
の
流
行
は
ほ
と

ん
ど
見
ら
れ
ず
に
収
束
し
ま
し
た
。

一
方CO
V
ID
-19

は
高
齢
者
や
基
礎

疾
患
（
糖
尿
病
、
高
血
圧
、
心
不
全
、
ガ

ン
な
ど
）
を
も
っ
て
い
る
ヒ
ト
で
の
死

亡
率
は
高
い
の
で
す
が
、
若
年
者
の
死

亡
率
は
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
並
で

あ
り
、
発
熱
等
の
病
状
も
軽
い
の
が
特

徴
で
す
。
即
ち
本
人
が
知
ら
な
い
う
ち

に
こ
の
病
気
に
か
か
り
、
病
原
ウ
イ
ル

ス
を
周
囲
に
ば
ら
ま
い
て
い
る
方
が
大

勢
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
う
す
る

と
、
ク
ラ
ス
タ
ー
（
患
者
の
集
団
発
生
）

を
引
き
起
こ
し
医
療
崩
壊
の
原
因
に
な

り
ま
す
。

CO
V
ID
-19

の
流
行
を
抑
え
る
に
は

三
密
（
密
閉
・
密
集
・
密
接
）
を
避
け

る
こ
と
が
大
原
則
に
な
り
ま
す
。
具
体

的
に
は
マ
ス
ク
・
手
洗
い
の
慣
行
、
人

混
み
に
近
づ
か
な
い
、
大
き
な
声
で
話

さ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ワ

ク
チ
ン
は
現
在
の
状
況
を
改
善
す
る
切

り
札
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
ワ
ク

チ
ン
を
打
て
ば
病
気
に
な
ら
な
い
と
い

う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
と
同
様
で
、
病
気
を

発
症
し
に
く
く
な
る
か
、
例
え
発
症
し

て
も
病
状
を
軽
く
す
る
と
い
う
の
が
そ

の
効
果
で
す
。
ま
た
ワ
ク
チ
ン
を
打
っ

て
、
大
半
の
人
に
抗
体
が
で
き
れ
ば

「
集
団
免
疫
」（
理
論
上
六
割
以
上
の
ヒ

ト
が
抗
体
を
も
て
ば
良
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
）
が
で
き
、
ク
ラ
ス
タ
ー
を
引
き

起
こ
さ
ず
に
済
む
よ
う
に
な
り
ま
す
。

そ
う
す
れ
ば
、
医
療
崩
壊
も
起
き
ず
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
の
状
況
に
復
帰
す
る

こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、
ワ
ク
チ

ン
を
打
ち
さ
え
す
れ
ば
全
て
解
決
す
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
二
回
ワ
ク
チ

ン
を
打
っ
た
後
で
こ
の
病
気
を
発
症
す

る
方
も
大
勢
い
ま
す
（
但
し
発
症
し
て

も
死
亡
率
は
著
し
く
低
下
す
る
こ
と
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
）。
ま
た
現
在
の
ワ

ク
チ
ン
が
全
く
無
効
なCO

V
ID
-19

の

変
異
株
が
将
来
流
行
す
る
可
能
性
も
否

定
は
で
き
ま
せ
ん
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
後

も
三
密
を
避
け
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
全

国
的
に
普
及
し
て
ク
ラ
ス
タ
ー
の
発
生

が
押
さ
え
込
ま
れ
る
ま
で
、
慎
重
に
行

動
す
る
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。
大

変
な
時
代
に
な
り
ま
し
た
が
、
不
老
会

の
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
ご

自
愛
の
程
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

医
学
の
お
は
な
し

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
（C

O
V

ID
-19

）
の

世
界
的
大
流
行
（
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
）
に
関
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　

藤
田
医
科
大
学　

医
学
部　

解
剖
学
Ⅰ

 

教
授　

秦　
　
　

龍　

二
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平
素
よ
り
医
学
の
教
育
・
研
究
の
た
め
に
ご
協
力
賜
り
ま
し
て
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、令
和
三
年
度
に
開
催
予
定
の
「
名
古
屋
大
学
不
老
会
員
の
集
い
（
講

演
会
）」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ま
だ
ま
だ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
脅

威
は
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
の
で
、
今
年
は
中
止
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
令
和
三
年
度
の
名
古
屋
大
学
医
学
部
解
剖
弔
慰
祭
は
、
十
月
十
四

日
（
木
）
午
後
一
時
三
十
分
よ
り
覚
王
山
日
泰
寺
に
て
執
り
行
う
予
定
で
ご

ざ
い
ま
す
。
ご
遺
族
様
に
は
大
学
か
ら
招
待
状
を
お
送
り
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
学
生
の
参
加
は
、
今
年
度
は
見
送
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
招
待
状
を
お

持
ち
の
ご
遺
族
様
と
関
係
者
の
み
の
出
席
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
状
況
に
よ
り
ま
し
て
は
、開

催
方
法
等
を
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
承
知
お
き

願
い
ま
す
。

　
（
公
益
財
団
法
人
）
不
老
会　

会
員
各
位

�

名
古
屋
大
学　
　
　
　
　

医
学
部
長　
　
　
　
　
　

門　

松　

健　

治

�

公
益
財
団
法
人
不
老
会　

名
古
屋
大
学
担
当
理
事　

早　

川　

佳　

教

　

令
和
三
年
度
に
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
「
愛
知
医
科
大
学
不
老
会
会
員
の

集
い
」
の
開
催
に
向
け
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
の
情
勢
を
注
視

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
あ
り
、
持
続
的

な
感
染
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、大
変
に
苦
渋
の
決
断
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、今

年
度
の
「
会
員
の
集
い
」
を
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
致
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
を
楽
し
み
に
し
て
お
ら
れ
る
会
員
の
皆
様
と
ご
家
族
の
お
気
持
ち

を
察
す
る
と
、
と
て
も
心
苦
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
、
感
染
の
状

況
を
鑑
み
、
地
域
社
会
の
要
請
に
応
え
、
貢
献
で
き
る
よ
う
に
努
力
を
重
ね

る
所
存
で
す
。
何
卒
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
（
公
益
財
団
法
人
）
不
老
会　

会
員
各
位

�
愛
知
医
科
大
学　
　
　
　

医
学
部
長　
　
　
　
　
　

若　

槻　

明　

彦

�

解
剖
学
講
座　

教
授　
　

内　

藤　

宗　

和

�

解
剖
学
講
座　

教
授　
　

中　

野　
　
　

隆

�

公
益
財
団
法
人
不
老
会　

愛
知
医
科
大
学
部
会
長　

藤　

内　

美
也
子

「
名
古
屋
大
学
不
老
会
員
の
集
い
」
の

 

開
催
中
止
に
つ
い
て
（
お
知
ら
せ
）

「
愛
知
医
科
大
学
不
老
会
会
員
の
集
い
」
の

 

開
催
中
止
に
つ
い
て
（
お
知
ら
せ
）
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平
素
よ
り
歯
学
の
教
育
・
研
究
の
た
め
に
ご
協
力
賜
り
ま
し
て
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
令
和
三
年
度
に
開
催
予
定
の
「
愛
知
学
院
大
学
不
老
会
員
の
集
い
」

に
つ
き
ま
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
終
息
し
て
い
な
い
た
め
、

皆
様
の
安
全
を
第
一
に
考
慮
し
ま
し
た
結
果
、
本
年
度
の
開
催
を
中
止
す
る

こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
十
月
一
日
（
金
）
に
予
定
し
て
お
り
ま
す
解
剖
慰
霊
祭
及
び
返
骨

式
に
つ
き
ま
し
て
は
、
最
善
の
注
意
を
払
い
ご
遺
族
及
び
大
学
教
職
員
の
み

で
営
む
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
何
卒
ご
理
解
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
方
の
ご
息
災
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
（
公
益
財
団
法
人
）
不
老
会　

会
員
各
位

�

愛
知
学
院
大
学
長　
　
　
　
　
　

引　

田　

弘　

道

�

不
老
会
愛
知
学
院
大
学
部
会
長　

田　

川　

悦　

子

「
愛
知
学
院
大
学
不
老
会
員
の
集
い
」
並
び
に

「
解
剖
慰
霊
祭
及
び
返
骨
式
」
に
つ
い
て

 

（
お
知
ら
せ
）

愛知用水に関りのある地域へのウォーキングを中心に
活動します。
参加希望の方は事務局にお申込み下さい。
次回はコロナワクチンの接種状況をみながら、
11月に愛知池（東郷町）を予定しています。

� 常務理事　杉�山�雄�彦

皆様コロナ禍、いかがお過ごしですか…。
３月開催の“遠足”が好評でしたので、

同好会として

『不老ウォーキングクラブ』　を
つくります。

私どもは希望に生きるために献体・献眼する。 ― 4 ―
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事 務 局 か ら の お 知 ら せ

１．地区代表者会議
新型コロナウイルスの感染予防の観点から、例年 4月に開催致しておりました当会議は中止となり
ました。会議が中止されたことに伴い、予定していました報告関係資料を、各地区代表者あてにお送
りさせて頂きました。
なお、主な報告事項は次のとおりです。

【主な報告事項】
①　令和 3年度事業計画及び収支予算について
②　令和 3年度入会登録制限について
③　地区活動費交付要綱別表の改正について
④　不老会旗に係るアンケート調査について

2 ．令和 3 年度献体者顕彰式並びに御名札納め式
　 5月13日に開催するため準備を進めていましたが、式典当日を間近にして、新型コロナウイルス感
染防止のための「緊急事態宣言」が愛知県に適用されることの決定があり、これを受けて、急遽の開
催断念とせざるを得ず、当日出席を予定されていたご来賓や関係役員の方々には、大変なご迷惑をお
掛けすることとなりました。
なお、今後の予定については、新型コロナウイルスの感染状況を注視しつつ、関係機関との調整を
得て決定させていただきます。

3 ．令和 3 年度第 1 回定時理事会
　 5月26日に開催予定でありましたが、愛知県に「緊急事態宣言」が発令中であることから書面によ
る開催とし、次の 3件の議案についてご審議を頂き、原案のとおり可決承認されました。
【決議事項】
　第 1号議案　令和 2年度事業報告書（案）の承認の件
　第 2号議案　令和 2年度計算書類（決算案）の承認の件
　第 3号議案　令和 3年度第 1回定時評議員会の招集の決定について
【報告事項】　代表理事・業務執行理事の職務の執行状況の報告について
【その他】　　令和 2年度大学別登録会員数表

4 ．令和 3 年度第 1 回定時評議員会
　 6月16日に開催予定でありましたが、愛知県に発令されていた「緊急事態宣言」が同月20日まで延
長されたことから書面による開催とし、令和 2年度計算書類（決算案）についてご審議を頂き、原案
のとおり可決承認されました。
【決議事項】
　第 1号議案　令和 2年度計算書類（決算案）の承認の件
【報告事項】　令和 2年度事業報告書について
　　　　　　代表理事・業務執行理事の職務の執行状況の報告について

5 ．不老会事務所の夏季お休み
　　 8月11日（水）～ 13日（金）

私どもは医学・歯学の進歩のために献体・献眼する。― 5 ―
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委
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二
郎
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〇
二
一
年
（
令
和
三
年
）
六
月
十
三
日
（
日
）　

中
日
新
聞
（
朝
刊
）
掲
載

私どもは平和を請い願うために献体・献眼する。 ― 6 ―
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会　

員　

投　

稿　
　
（
五
十
音
順
）

●　

二
年
越
し
鬼
よ
り
怖
い
コ
ロ
ナ
菌

�

一
宮
市　

渥
美　

栄
夫

●　

夏な
つ

雨さ
め

に
と
じ
込
め
ら
れ
て
酢
の
香
飯

�

大
府
・
東
浦　

野
村　

悦
子

石
碑
洗
浄
の
ご
奉
仕

　

五
月
上
旬
、
顕
彰
式
の
準
備
を
し
て
い
た
最
中
に
、

奇
し
く
も
「
献
体
の
塔
の
石
碑
の
洗
浄
（
奉
仕
）」
の
申

し
出
が
あ
り
一
瞬
耳
を
疑
い
ま
し
た
が
、“
普
段
は
お

墓
の
洗
浄
師
と
し
て
、
愛
知
県
を
中
心
に
施
工
し
て
い

ま
す
。”
と
話
す
申
出
者
の
坂
田
正
一
様
（
※
）
か
ら
快

い
お
話
を
聞
く
に
つ
れ
、
そ
の
善
意
に
甘
え
る
こ
と
と

な
り
、
塔
の
石
碑
及
び
周
辺
の
石
段
洗
浄
に
ご
奉
仕
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
洗
浄
作
業
に
は
、
多
量
の
水
を
必
要
と
し
ま
す

が
、
不
幸
に
も
塔
の
近
く
に
は
水
道
が
無
く
、
離
れ
た

場
所
（
四あ
ず
ま
や阿
）
か
ら
幾
度
も
往
復
し
て
水
を
運
び
、
汗

を
ぬ
ぐ
い
な
が
ら
の
大
変
な
作
業
と
な
っ
て
し
ま
い
、

心
苦
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

お
陰
様
で
石
碑
や
石
段
の
汚
れ
も
取
れ
て
、
と
て
も

綺
麗
に
な
り
ま
し
た
。

　

坂
田
正
一
様
の
献
身
的
な
石
碑
洗
浄
の
ご
奉
仕
に
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。�

（
事
務
局
）

※��「�

ア
シ
ス
ト
ー
ン
㈱　

Ａ
Ｃ
正
規
代
理
店�

Ｓ
ワ
ン
ス
ト
ー
ン　

代
表�

坂
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正
一
」�

　

名
古
屋
市
天
白
区
焼
山
二

－

九
〇
三

－

六

　

電
話　

〇
八
〇

－

五
一
六
六

－

〇
九
七
七

私どもは感謝のために献体・献眼する。― 7 ―
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